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まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
３（
情
報
課
）

　

３
月
28
日
か
ら
石
川
県
で
行

わ
れ
た
重
量
挙
げ
の
「
全
国
高

校
選
抜
大
会
」
に
、
南
あ
わ
じ

市
か
ら
、
中
元
秀
和
さ
ん
（
洲

本
実
業
高
校
３
年
）
と
藤
田
真

奈
美
さ
ん
（
淡
路
高
校
２
年
）

が
出
場
し
ま
し
た
。

　

中
元
さ
ん
は
77
㎏
級
に
出

場
。
藤
田
さ
ん
は
、
プ
ラ
ス

75
㎏
級
で
準
優
勝
に
輝
き
ま
し

た
。

　

地
域
の
子
育
て
に
貢
献
し
た

お
め
で
と
う

安全坊や6基を設置沼島で交通安全
　沼島で２月27日、交通安全を願って安全坊やが６基設置されました。

沼島中学校生８人が製作したもので、カラーペンキで坊やを描き、南

あわじ市社会福祉協議会の協力でコンクリート盤に固定しました。

　近年、沼島では、軽トラックや工事車輌等の通行も増えているため、

危険な場所に安全坊やを設置しました。

　設置にあたっては、沼島交通対策委員長の阿部茂幸さん、南あわじ

市交通安全協会沼島支部長の大川隆三さんらも協力しました。
▲製作された安全坊やと沼島中学校の皆さん

団
体
に
兵
庫
県
知
事
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

◆
南
淡
少
年
柔
道
教
室

　
　
　
　
　
（
片
山
勝
義
代
表
）

　

地
域
の
小
学
生
を
対
象
に
、

柔
道
の
稽
古
を
通
し
て「
礼
儀
」

や
「
人
を
敬
う
心
」
な
ど
、
心

の
教
育
・
指
導
を
実
施
。

◆
読
み
聞
か
せ
教
室
ピ
ノ
キ
オ

　

の
会　
　
（
田
丸
憲
子
代
表
）

　

幼
稚
園
や
保
育
所
、
子
育
て

学
習
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
月
１

回
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
紙

芝
居
、
手
品
な
ど
を
実
施
。

　
　
　
　
（
24
貢
に
関
連
記
事
）

　

淡
路
島
の
観
光
を
島
内
外
に

Ｐ
Ｒ
す
る
「
第
28
代
ク
イ
ー
ン

淡
路
」
に
、
南
あ
わ
じ
市
潮
美

台
の
幸
亜
惟
さ
ん
が
選
ば
れ
ま

し
た
。
洲
本
市
の
佐
々
木
理
沙

さ
ん
と
と
も
に
、
来
年
３
月
末

ま
で
大
役
を
努
め
ま
す
。
幸
さ

ん
は
、「
多
く
の
人
に
、
素
晴

ら
し
い
自
然
景
観
や
、
古
く
か

ら
残
っ
て
い
る
文
化
を
伝
え
た

い
」と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
す
。

2008.5.1発行

秦
好
雄
さ
ん
に
高
齢
者
叙
勲

　

秦
好
雄
さ
ん
（
榎
列
）
が
旭
日

単
光
章
叙
勲
を
受
章
さ
れ
、
４
月

14
日
、
伝
達
式
が
中
央
庁
舎
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

秦
さ
ん
は
、
昭
和
58
年
か
ら
３

期
12
年
に
わ
た
り
旧
三
原
町
議
会

議
員
と
し
て
、
地
方
自
治
の
発
展

に
尽
力
。
そ
の
間
、
町
議
会
副
議

長
、
総
務
常
任
委
員
長
と
し
て
議

会
の
円
滑
な
運
営
に
務
め
ら
れ

る
な
ど
、
産
業
振
興
や
福
祉
、
教

育
、
文
化
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま

▲前列左から永田議員、中田市長、秦さん夫妻、長棟県民局長。
　後列左から田村市長公室長、川野副市長

広報 

児童館クラブ茶道部卒業記念にお手前を披露
　児童館茶道クラブを卒業する児童４人の修了を記念して、

茶道クラブ修了記念茶会が３月 25日、児童館で開かれまし

た。このお茶会には、保護者や福良地区の住民ら 40人が参

加。児童が姿勢正しくお茶をたて、参加者に配りました。

　住民らは、子どもたちのお手前に見入りながら、お茶とお

菓子を楽しんでいました。児童たちは「お茶をたてるだけじゃ

なく、礼儀作法も学べました」と話していました。
▲お茶を配る児童

淡
路
瓦
工
業
組
合
が
ブ
ラ
ン
ド
規
格
を
統
一

淡
路
瓦
Ｎネ

オ
Ｅ
Ｏ
タ
イ
プ
（
寒
冷
地
仕
様
）　

　

菊
川
兼か
ね
お男
さ
ん
宅
（
湊
里
）
が
、

３
月
28
日
、
県
の
景
観
形
成
重
要

建
造
物
等
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

菊
川
さ
ん
宅
は
、
寛
政
３
年

（
１
７
９
１
年
）
ご
ろ
の
「
淡
路

名
所
図
絵
」
に
記
録
が
残
る
由
緒

あ
る
建
物
で
す
。
江
戸
時
代
に
は

庄
屋
屋
敷
、
明
治
に
は
村
役
場
と

し
て
利
用
さ
れ
た
、
地
域
の
代
表

的
な
建
物
で
も
あ
り
ま
す
。

　

菊
川
さ
ん
宅
の
敷
地
は
、
戦
国

時
代
の
安あ

た
ぎ宅

氏
の
湊
城
跡
で
、
堀

跡
、
や
ぐ
ら
跡
も
確
認
で
き
る
貴

重
な
歴
史
遺
構
で
あ
り
、
中
庭
に

は
樹
齢
４
百
年
以
上
の
ク
ロ
ガ
ネ

モ
チ
が
広
く
根
を
張
っ
て
い
ま

す
。

　

歴
史
・
文
化
的
価
値
に
加
え
て
、

城
郭
の
樹
木
を
背
景
に
し
た
建
物

独
特
の
風
景
が
、
景
観
形
成
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
し

て
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
島
内
で

は
阿
万
上
町
公
会
堂
等
に
次
い
で

２
件
目
。

▲指定を受けた菊川家住宅

▲新しく印刷した淡路瓦のパンフレットを持つ、福原幸蔵
　理事長（左）と道上義治ＰＲ委員長

重
量
挙
げ

全
国
大
会
で
健
闘

認
定
基
準
の
一
本
化
に
よ
り
、
寒

冷
地
仕
様
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の

品
質
基
準
を
確
保
し
た
と
い
え
ま

す
。

　

福
原
理
事
長
は
、「
淡
路
瓦
の

全
国
的
な
販
路
拡
大
が
で
き
れ

ば
」と
期
待
を
込
め
ま
す
。
今
後
、

Ｎ
Ｅ
Ｏ
タ
イ
プ
の
瓦
は
、「
防
災

瓦
」
と
と
も
に
全
国
区
商
品
と
し

て
売
り
出
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
組
合
製
作
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト「
淡
路
瓦
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

も
作
成
さ
れ
、
今
後
、
全
国
各
地

で
Ｐ
Ｒ
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

淡
路
瓦
工
業
組
合
（
福
原
幸
蔵

理
事
長
）
が
、
寒
い
地
域
で
も
使

用
で
き
る
「
淡
路
瓦
Ｎ
Ｅ
Ｏ
タ
イ

プ
」
と
い
う
規
格
を
発
表
し
ま
し

た
。
Ｎ
Ｅ
Ｏ
と
は
、
ギ
リ
シ
ャ
語

で
「
新
し
い
」
の
意
味
。
こ
れ
ま

で
も
、
寒
冷
地
用
の
瓦
は
各
製
造

会
社
独
自
の
基
準
で
販
売
し
て
い

ま
し
た
が
、
統
一
し
た
基
準
が
な

か
っ
た
た
め
、「
淡
路
瓦
は
寒
さ

に
弱
い
」
と
の
風
評
を
受
け
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
た
び
の

淡
路
の
歴
史
を
紐
解
く
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

あ
ふ
れ
る
風
土
資
産
で
地
域
を
活
性
化

▲活発な意見交換があったパネルディスカッション

古
学
）、
正
井
良よ

し
の
り徳

さ
ん
（
人
形

浄
瑠
璃
）、北
原
洋
一
郎
さ
ん
（
文

芸
）
か
ら
、特
色
や
学
ぶ
べ
き
点
、

課
題
が
紹
介
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の

地
域
を
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
が

討
論
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
大
き
な
財
産
が
周
辺
に
あ
る

こ
と
を
学
び
、
知
ら
せ
る
努
力
で

郷
土
に
愛
着
が
湧
き
、
誇
り
を
持

て
る
」「
そ
れ
が
子
ど
も
の
目
に

も
反
映
し
て
、
地
域
に
残
っ
て
淡

路
の
た
め
に
頑
張
ろ
う
と
い
う
子

ど
も
た
ち
も
増
え
る
」
な
ど
、
活

発
に
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
新
し
い
文
化
を
創

造
す
る
こ
と
や
新
し
く
誕
生
し
た

も
の
を
育
て
て
い
く
努
力
も
必

要
」
と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

南
あ
わ
じ
市
は
、
国
生
み
神
話

の
舞
台
と
な
り
古
代
政
権
と
も
関

係
が
深
く
、
歴
史
や
文
化
、
風
土

資
産
の
宝
庫
で
す
。
そ
れ
ら
を
継

承
し
活
用
し
て
、
地
域
活
性
を
考

え
よ
う
と
、
地
元
住
民
ら
で
つ
く

る
榎
列
・
倭
文
史
研
究
会
（
仮
称
）

が
「
淡
路
の
歴
史
を
紐
解
く
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
を
４
月
５
日
、
榎
列

公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

淡
路
地
方
史
研
究
会
会
長
の
武

田
信し
ん
い
ち一
さ
ん
の
基
調
講
演
の
あ

と
、
地
域
の
風
土
資
産
に
つ
い
て

パ
ネ
ル
討
論
会
が
催
さ
れ
、
３
人

の
パ
ネ
ラ
ー
、
貫
つ
ら
ぬ
き

益ま
す
み己
さ
ん
（
考

し
た
。
現
在
も
、
幡
多
土
地
改
良

区
理
事
長
や
地
区
の
青
空
市
組
合

会
長
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
幅
広
く
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

伝
達
式
で
は
、
内
閣
総
理
大
臣

に
代
わ
り
、
長な
が
む
ね棟
健
二
淡
路
県
民

局
長
か
ら
勲
記
・
勲
章
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
中
田
市
長
や
永
田
県

議
会
議
員
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
も

贈
ら
れ
、
ご
夫
婦
で
喜
び
を
分
か

ち
合
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

ク
イ
ー
ン
淡
路
に

幸さ
い
わ
い

亜あ

い惟
さ
ん

子
育
て
応
援

元
気
ア
ッ
プ
賞

▲藤田さん

景
観
形
成
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す

菊
川
家
住
宅
、
県
の
景
観
形
成
重
要
建
造
物
等
に
指
定

▲中元さん▲幸さん

旭き
ょ
く
じ
つ
た
ん
こ
う
し
ょ
う

日
単
光
章
を
受
章


